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肺結核患者血清中のいわゆる非定型抗酸菌に対する抗体について

Ouchterlony法 に よ る研 究
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先に平野および須子田らは 当教室長田1)が 分離した

12株 の非定型抗酸菌の抗原性について研究した 結果,

これ らの菌は人型菌 および 牛型結核菌 と共通抗原を有

し,また12株 中には生物学的ならびに免疫学的に非常

に類似した一群のあることを認めた2)。 肺結核患者 喀

疾か らかかるいわゆる非定型抗酸菌が検出される率は低

く,臨 床所見か らは特異な点は見出だされないとい う。

われわれはまずいわゆる非定型抗酸菌 と 入型結核菌(H

37Rv)を おのおの 動物に接種し その動物に おける抗体

産生の有無をOuchterlony法 によつて検討し,す でに

発表した3)。 本研究においては肺結核患者の血清におけ

る非定型抗酸菌に対す る抗体のほか,人 型および牛型結

核菌,非 病原性結核菌に対する抗体の有無を検討した。

実 験 方 法

血清:入 院および外来の肺結核患者145名 の血清,

2～466を 採 つて検査し,検 査回数は1回 だけの もの

と,毎 月1回 ずつ2回,3回,4回 の ものとが あつ

た。

健康者対照 として看護学院生徒54名 の血清について

同様に実験を行なつた。血清は遠心分離したのち,56。

C30'非 働化したのち,減 圧下で原量の約9/10ま で濃

縮 した。

抗原:抗 原 として使用した非定型抗酸菌は肺結核患者

喀湊か らしばしば分離され,non-chromogenicで ハ ムス

ターに毒力を有 し,抗 原関係が非常に類似 している一群

のもので,大 成,長 谷川,岩 井,市 原の4株 で ある。

その他,人 型菌H37Rv,牛 型菌BCG,Ravenel(R

AV),263,ROの5株 と,喀 疾由来の抗酸菌の うち

sco乞o-chromogenicな 永井,亀 田の2株 および生牛乳

か ら分離 された2株(W11,W46)を 用いた。 これ

らの菌株はそれぞれ10060の 人血清加Youmans培 地

に移植し,37QCで3ヵ 月培養 したのち,培 養液の上清

にマーゾニンを10,000倍 となるように加えて抗原とし

て用いた。

寒天内沈降反応:Ouchteriony法(O-testと 略す)

によつた。すなわち,精 製寒天(極 東)0.8%,食 塩

0.85%,メ チールオレンヂ0.002%,窒 化 ナトリウム

0.01%の 溶解寒天を平板基底に660を 注いで固め,

中心およびこれより7mmの 距離の 周囲に ペニシリン

用 カップを5コ 立て,15ccの 同 じ寒天を加えて 固ま

つたのちカップを除 き,氷 室に保存して1週 間より3

週 の間のものを使用した。中央の穴に抗原を,周 囲の穴

に患者血清を入れ,室 温 に放置し,日 を おって約3週

間,生 じた反応帯を場察した。

実 験 成 績

肺結核患者145名 の血清について抗原としてH37Rv

抗 原,牛 型菌のうち,1な いし数株の抗原および非定型

抗酸菌のうち1株 以 上の抗原との反応を検し,な お血

清に余 りのあった場合にはその他の抗酸菌,ま たは生牛

乳株の抗原と反応を行なった。

その成績 は表1に 示すようにH3τRvと 反応帯を示

表1肺 結核患者血清の0-test陽 性者数
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表2

した ものは145名 中38名 で26.2%,BCGに 対 し

ては検査人数91名 中5名,RAVに 対 して30名 中

3名,263に 対 しては54名 中4名,ROに 対 しては

11名 中2名 が陽性反応を示した。これ らのうち2株 以

上の牛型菌抗原に反応 した ものを牛型菌に対する反応と

して1株 のみに反応した ものと同列にすると,牛 型菌抗

原に対する陽性率 は124名 中14名 で10.4%と な

る。同様に非定型抗酸菌の抗原に対 しては大成株45名

中3名,長 谷川株106名 中4名,岩 井株74名 中3

名,市 原株26名 中1名 であつて,検 査人数136名 中

非定型抗酸菌に対 して陽性反応を示した の は7名 で

5.2%で あった。その他の非病原性抗酸菌の抗原に対

しては57名 中陽性反応を示 した ものはなかつた,以 上

の成績から肺結核思者の血.清がいずれかの抗原と沈降帯

を示した ものは145名 中47名 であって,こ れら陽性

反応の共通抗原についてみると,H37Rv抗 原に陽性反

応を示 した38名 中29名 の血清は表2に 示す ように

H37Rvの 抗原にのみ陽性反応を示し,人 型菌 と牛型菌

の両者抗原に陽性反応を示した もの6名,人 型菌 と非

定型抗酸菌の両方に反応 した もの2名,人 型菌,牛 型

菌,非 定型抗酸菌の3者 に陽性を示した もの1名 であ

った(図A,B,C参 照)。 牛型菌に反応した もののうち

牛型菌の抗原にのみ 反応した5名,牛 型菌 と非定型抗

酸菌の両方に反応したもの2名 で,非 定型抗酸菌 のみ

反応した もの も2名 あつた。

反応帯の数は大部分が1本 であって,細 くて鮮明であ

り∴互いに融合するものが多かつた(凶D)。 これ らと異

なってやや太 く不鮮明な輪廓 をもっ もの もあ り,ま たま



702 結 核 第35巻 第10号

A,B,Cは 共通 抗原 に反応 した 患者(Ne.58)血清 の反応帯模型図。

Dは 患者血清 とウサ ギ免疫 血清の人型 菌抗原に対す る反応帯模型図。

れには2本 以上の もの もあった。これ らの反応帯の数お

よび太さ,あ るいは鮮明さなどの点についてはよく研究

されていないが,H37Rv抗 原 と患者血清 との 間に起こ

る反応帯と,H37Rv抗 原 と抗H37Rvウ サギ血清 との

示す反応帯とは交又したので共通性がないようであった

(図D)。

健康者対照として看護学院生徒54名 の血清について,

上記と同様 の 検査を行な つた。 これ ら生徒は かって

BCGを 接種され,ツ 反応は大部分 陽性であ り,結 核

性疾患に罹患していない ものである。試験の結果,1名

が非定型抗酸菌市原株に弱い反応を示しただけで,そ の

他は人型菌,牛 型菌,非 定型抗酸菌に対して陰性であつ

た。

考 案

われわれは本教室において肺結核患者の喀湊か ら分離

されたnon-chromogenicな 抗酸菌に ついて生物学的

(長田),電 子顕微鏡学的形態 仙 田)4),ハ ムスターに

対する毒力(張)5),SM耐 性菌(長 川)6),等 の 研究

について報告し,さ らにこれ らの菌の抗原性について実

験を行なった結果,数 株の ものは血清学的に1つ の群を

なすと恩われるが,そ のうちか ら任意に1株 を選び,そ

れの抗原を用いて患者血清中のこれに対する抗体の有無

を検 した。肺結核患者と診断された患者145名 の中に

は,入 院中のものと外来治療中のものを含み,また 症状

の重い もの軽い ものがあり,治 療の方法 も一様でなく,

喀淡か らの排菌状態 も様々であった 。検査の結果非定型

抗酸菌の抗原 と陽性を示した ものは7名 であって,こ

のうち非定璽抗酸菌とのみ反応を示した ものは2名 で,

他の5名 は人型菌か牛型菌かあるいはそれ ら2つ の菌

と共通の反応を示した。本実験に用いた非定型抗酸菌が

人型菌や牛型菌 と共通の抗原をもつことは,非 定型

抗酸菌で免疫したウサギの血清について行なつた報

告でも明らかである。患者血清中2例 では あるが

非定型抗酸菌の抗原にのみ反応を示した とい うこと

は,そ の患者が非定型抗酸菌に感染した ことがある

か,あ るいは現在保菌者であるかも知れないと思わ

れるが,同 一患者よ り菌を検出することができなか

つたので,本 菌による感染を確証することはできな

かった。

0-test陽 性例の うちの患者血清の 大部分は 人型

菌 と反応し,こ の数は全陽性例中,約80%に 相

当し,人 型菌のみに反応 した ものは そのうち76.3

%で あった。4ヵ 月間毎月1回 検査したなかで,

2回 以上連続 人型菌のみに反応した もの6名,牛

型菌のみに反応した もの2名 であった。 しかし こ

のうち1名 は1度 はRAVに 次はBCGに 反

応した。

Burrel1&RheiRsら7'は0-testを 用いて,Parlett

&Youmansら はOrkleyのtube-method8)9)を 用 い

て結核患者血清中の抗体の検出を行ない,人 型菌に高率

に陽性反応を示し,そ の他の非病原性の抗酸菌には反応

を示 さないと報告している。本実験においても非病原性

抗酸菌に反応を示した ものはなかつたが,人 型菌のみで

なく,牛 型菌,非 定型抗酸菌に単独に,あ るいは共通の

反応を示したものがあった。

0-testに よる結核患者における結核抗体の 検出率が

低い ということはParlett&Youmansら も認めている

が,本 実験において も検出率は低かつた。また反応帯の

出方が一様でなかった。これが抗原の種類あるいは抗原

価の差異によるものか患者側の理由によるものかは今後

の研究にまたねばな らない。また毎月4ヵ 月間検査した

患者血清の うち陽性の ものは毎月陽性成績を示す ものが

大部分であったが,時 に陰性の成績を示す もの もあり,

また検査途中で陰性化,あ るいは陽性化するもの もあっ

て,こ の点にっいてはさらに長期観察によつて検討すべ

き問題と思う。なお本成績の結果 と,臨 床所見との関係

にっいては近 日報告する予定である10)。

結 論

肺結核患者145名 の血清 について0-testを 用いて,

流 血中における抗体の有無を実験 した。抗原としては,

人型菌H37Rv,牛 型菌 としてBCGの ほか3株,患

者喀疾 より分離 されたいわゆる非定型抗酸菌 のうち4

株,お よび非病原性抗酸菌の培養濾液を用いた。その結

果,145名 の患者のうち47名 が陽性反応を示し,そ の

うち80%は 人型菌に反応を示した。 しかし このうち

少数のものは他の牛型菌,非 定型抗酸菌等 と共通の反応

を示した。非定型抗酸菌に反応した ものは145名 中7
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名で,こ の うち2名 のみが非定型抗酸菌 と反応し,5

名は他の抗酸菌と共通反応を示 した。その他,牛 型菌の

みに反応を示す もの もあったが,非 病原性抗酸菌に反応

するものはなかった,対 照として健康 皆54名 について

調べた結果,1名 のみが非定型抗酸菌のうち1株 に反応

を示 した.こ の版検者は過去においては結核症に感染 し

たことな く,現 在 も健康である。
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図Bは 反 応が 弱 いため 省略.


